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に始まった。競技器具の選定やトレーニング方法などの課題を、 日本の高い分析 ・技術力を駆使し、科学的な検証に基づき研究開発を行う。報告では藤井範久教授（体育系） 、 吉田孝久研究員、宮川俊平教授（体育系）久木留毅専修大学准教授が、自身の研究を発表した。
宮川教授は、選手の体
調管理に役立つと期待され























































































































国では緑色だという留学生がいた。 「折り紙を教えながら、自分も文化の違 を教えてもらうことができる」と大森さん 折り紙やちりめん細工の作品 ボランティアカウンターなどに華を添えている。　
司書の資格を活かしたい








































る平田完さん （情報管理課）によると、担当職員 主な仕事はウェブページ「筑波大学電子図書館システムＴＵＬＩＰＳ」の管理や、館内のパソコンの整備などだ。ネット環境 備が多いが、 「文系の人間（自分）
がパソコンを扱う理系の仕事を、苦労しながらやっている感じ」だという。　
ウェブ関連の仕事以外に











ある、平田さんがやりがいを感じるのは学生に感謝されるときだという。 「 『筑波大の図書館サービスいいよね』とか『検索処理が速くなったよね』なんて言ってもらえると嬉しいですね」 。　
また、平田さんが最も望
むことは利用者が増えることだ。 「１番いいこ は学生のみなさんに気軽に図書館に来てもらって、使って







































の資本と技術を必要としなく 。第２に、こうした歴史的な台頭のなかで、中国は南シナ海や東シナ海への海洋進出と海底資源獲得を 中国の「核心的利益」と表明するようになっ 第３に、
13億
人の中国人のうち、圧倒的大多数が、尖閣諸島が実は日本の実効支配下にあることを知らず（知らされておらず） 、彼らは１９９２年に の領海法で南シナ海、東シナ海が中国の領海と明記されとき以来、 「愛国教育」と並行して、尖閣諸島は中国のものと えられてきた。　
ただし、歴史的にみると、今中国が宣






活動を行っております。最近では「町おこし」 「地域振興」などの言葉がごく一般的に使われるようになり、各地でさまざまな事例がみられるようになっ きました。ただ、ほとん事例において、活性化の要素は、２分されると考えて良いでしょう。 「外からの活性化」 「内からの活性化」
です。　「外からの活性化」は、効果を出 のはそう簡単ではないの が、実践に移しやすいという利点があります。 「内からの活性化」 は、とっかかりが難し 。そもそも地元住民が活性化している状態とはどん こ を指すのでしょう ？　私は、地域の人々と関わ

























































り、逆にそう う考えがあったのかと意外な発見があった します。また、筑波大学は留学生が多いことも特徴です。さまざまな国から来た学生と関わるこで、日本には無い文化や習慣がたくさんあり、自分の知らない世界があるこ を実感します。このように、さまざまな人と交流をすことで広い視野をもつことができ、そのこと さらに新しい人 の出会いを呼びます。人とのつながりを大切にすると、おのずとそのような機会が増えていくではないでしょうか。
インターネットが普及
し、部屋から出なくともあらゆることができるようになった今の世の中でも、ど












ればなら い。 今のご時世、決して障害者にとって生きやすくはない。私が社会の荒波を渡っ 行くにはどうすれば良いだろう。それはそれは真剣に考えた。
私には知恵がなかった。
才能だけで生きて のはどう考えても無理だった。ずるい方法を思い付くことさえできなかった。私にはもはや体力がなかった。健康であればちょっとや っと失敗してもやり直せるだろうに。大した無理もできやしない。社会を海に例えるならば、私はまるで帆もオールも失くした船み いだ。打ちひ がれて自分には重すぎ 頭を垂れた
そのとき、多くの人が
救いの手を差し伸べてくれた。 「つらいんだね」 「頑張っているね」誰もが私を認めてくれ そうか、これで良いのか。 私は気が付 た。
私は浅薄で、貧弱で、




















「歴史的にも、国際法上も」日本の領土という日本政府の言い分には理がある。しかし、今回のような危機を招 た責任の一端は、日本側にもある。第１に、こ 海域に石油資源があると発表された後、台湾が領有権を主張し、続いて中国 領有権を主張するようになったが、１９７０年代以降日本は尖閣領
有権をめぐり国内外に向けて、効果的な発信をほとんどしてこなかった。１９７１年以降の台湾の地図で、尖閣諸島は台湾領に書き換えられ、その後


























































文学の分野における偉大な先人です。偉人たち仕事と、戦争や植民地主義との関係を批判的 検討することは「言うは易く行うは難し」です。実際、１９９５年に、 『英語青年』と日露戦争との複雑な関係を調べ始めたときには（拙著第１章につながる研究です） 、一介の大学院生がこんなことをして自分の将来は大丈夫なのだろうかと真剣





































































を薦めているわけでもない。ただ、一人の大学生がどのように感じ、どのように行動したのかを知ることで、学生諸君に自分自身のことを考えてほしい、自分自身で考えてほしいと思ったの ある。それは 娘 日記世に晒すと う、ある意味で死人に鞭打つ行為にもなりかねない行動に出た両親の願いでもあったとどこかで読んだ記憶がある。　
著者はとにかく興味の
幅が広い。読書量は半端ではないし、音楽や詩にも精通している 何事真剣に考え、理屈を通そうと悩む。 正義感が強く、自分の信じたことは行動に移す。女性であることと当時の社会的な風潮









































































































































































通年授業（30 週完結） 授業A 












































































学類で 説明会を行うよう呼びかけている。ま 休学中、留 中の学生へ 周知は、各支援室が行う。
導入に伴い、学園祭期間中の企画数が減少する可能性について「やむを得ないと思う」と答えた。　
スポーツ・デーの日程に











































攻、 卒論は万葉集 し 。コピーライターはことばの仕事ですが、文学専攻が多いかというとそうでもありません。昨年からの集中講義「創造学群表現学類」で講師をしてくれている後輩、みなさんにとって 先輩には、数
学と地球物理の出身もいます。さすがにこれは珍しいケースですけれど。　
つまり、広告界の人材
はなんでもあり、学歴を問わず、と った ころがあります。サントリー時代も、電通などにいる仲間も、仕事相手の企業でも、ひとことでいえば「仕事ができる」ことがいちばんの条件 それをいつも感じています。ある意味でそれは風通しのよさでもあります。　
仕事ができるとは、仕
事を動かせると うことそれをスポーツにたとえるならば、自分で進ませることでもあるし、的確なパスを回せることでもあります。いち んダメなのは試合時間をむだに消化して仕事をしてい気になること。これでは「動かす」ことになりま
せん。そして、いちばんかっこいいのはやっぱり自分で「縦に走る」ことですよ。サッカーやラグビーと同じ す。そ 技と力があってこそ仕事もゲームも「動く」 のです。そういえば、本学の体育出身で優秀な営業マンに出会ったりするのは非常に頼もしいことです。　
ひとつ、たいせつなこ


































































































































ち上がる。決勝の相手は高上智史（日体大） 。試合は小寺のペースで進み、消極的な相手に反則指導一つが与えられる。 開始２分過ぎ、相手が掛けた隅落としから返し技を決め、 技有を奪小寺はその後も相手 攻めにも動じず、試合は終了
優勝を果たした。　
武井は、２回戦から準決
勝まで４戦続けて一本勝ち。 決勝の相手は連珍羚 （山梨学院大） 。武井が序盤から果敢に攻め、中盤に大外刈を掛けるが、大外返しで切り返され、有効を奪われてしまう。その後も執念を見せるが、試合はそのま終了。惜 くも優勝はならなかった。　
増地克之監督（体育系・












































































































































































































選手権大会で入賞するなどの活躍を見せる。大学入学まで続けてきた体操競技の経験が、今の彼女の基盤だ。 本谷聡監督 （育系・講師）も「 （体操の経験があるため）ラート特有の基本的な技術に慣れてきた。世界で活躍できる選手になってほしい」と期待を寄せる。　
両親の勧めで３歳から











をしたが、その後は４年生の安定した演技で３年ぶりの優勝 果 した。団体にも出場した佐野は「先輩の勝ちたいという強い気持ちに応えられてよかっ 。優勝できて素直にうれしい」と語った。　
女子個人の中嶋は、ゆか






















育大戦では序盤から相手のリードを許し、１─３で敗れた。続く３日目に松蔭大に３─０で快勝し、７日目時点で４勝３敗だった。しかし、 ８日目の宇都宮大戦、９日目の早稲田大戦ではそれぞれ３─０ 快 総合結果は６勝３敗で第 位となった。　
個人賞は以下の通り。 【男













































































































































と、新たな葛藤と向き合うことになる。いくら練習しても 思うような成果が出ない。不調 日々の中、他の競技 転向しようと思ったことも度々あった。　
そんなある日。ふと訪
れたと る体操祭で不思議なスポーツに遭遇す


































住」 という身近な観点から、宇宙の生活を説明し　「衣」について、宇宙飛行士は 船内 燃えにくい綿１００％ 服を着ていると説明。さらにズボンにマジックテープでノートなどを固定し、無重力状態で物を無くさな ようにするなどの工夫を紹介した また宇宙船外では、１２０㌔もある宇宙服を着るが、最大８時間の作業が可能で、ヘルメットの中に水やゼリー状の食べ物があり、ストローで飲めるという。写真や映像など多くの資料を用いた話は、来場者を惹きつけた。　千葉県から来た男性は
ているように思うのです。　
私も一応「留学生」の
中に含まれるわけですが、日本は私にとって外国ではありません。というのは、私は父が韓国人で母が日本人、つ り、ハーフです。それで、日本は母の国 ありながら、自分 もあります。でも、国籍は韓国国籍で生まれ育ったのも韓国、日本語も外国語を習う時のように学びました。そうなると、あんたは韓国人なの 人なのとか言われても く分かりませんね
でも、よく考えてみ
ると、そもそも私はなぜ韓国人、または、日本にならなければならないのでしょうか。 こから疑うべきではないかと思うようになったのです。最近、韓国のニュー
























代や議員時代が語られた。学生時代は所属していた体育専門学群の授業以外にも、政治 法学の授業を多く履修していた。 「法を知らない人が政治を作っている、ということを授業で知って衝撃を受けた。専門以外の授業も受けられるのは本学の いところ」と学生時代を振り返った。議員
時代のエピソードでは、谷垣禎一前自民党総裁とのやり取りなども語られ、観客から笑い声が上がった。　
講演の最後に杉村氏は


























動植物 観察できる「いきもの観察コーナー」や、子供向けに生 の模型を作成する「いきものクラフトコーナー」 設けられ、家族
連れや高校生などが多く足を運んだ。　「いきもの観察コーナー」ではニホンヤモリやニオイドクツルタケなどの生体展示が行われ、来場者は普段は見ることのできない動植物を興味深そうに観察していた。
来場者の質問に答える谷口准教授























































































































宅で調理し、みんなで食べる。最近はかぼちゃを収穫し、パンプキンパウンドケーキを作った。 「収穫した野菜をみんなで食べるのが１番楽しい」 と、代表の山宮大幹さん（生物３年）は、楽しそうに話す。 今年の学園祭でも、かぼちゃやサツマイモで作ったパウンドケーキなどを販売したという。
　
山宮さんは「自分で





































































































































筑 波 大 学 新 聞 第 303 号 （12）トピックス2012 年（平成 24 年）10 月 22 日（月）
パラリンピックで堂々の行進
集中力武器に世界で戦う







を心配した両親が、水に落ちた時に自分の命は守れるようにと、スイミングスクールに通わせたの きっかけ めきめきと頭角を現し 小学校入学前にクロール、背泳ぎ、平泳ぎ、バタフライの全てを泳げるようになった。　
パラリンピックを意識したのは、



































で環境は大きく変わった。水泳部の活動は選手主体で、他選手の頑張りやアドバイスが何よりの刺激になる 「何か大きなことを成し遂げるためには変化が大切。新しい環境 何かにチャレンジするといい。新しい発見がそこにあるかもしれない」 。他選手は全員健常者だが、周囲 の差を感じたことは無いという。む ろ「障害を持った選手を見てい と 大き 可能性や、限界の無さを感じさせられる」と語る。来年の世界選手権、その先のリオパラリンピックに向け、 今日 練習に励む　
今回は惜しくもメダルを逃した。だ
が、パラリンピックでのメダル獲得という目標は続く。練習がつらくても思ったような結果が出なくても メダル獲得への思いが彼を支える。 「パラリンピックでメダルを取るという思いだけは、絶対に叶えたい」 静か 燃える闘志が、彼の胸には宿っている。（原啓一郎＝社会学類）
ドンパラリンピック開会式で旗手の木村敬一選手（平成
20年度附属視覚特別
支援学校卒）のサポート役を務め、自身も
50㍍自由形で４位に入賞した。
